
 

3.構想における基本的な考え方 
 本構想における計画テーマ「多様なニーズや利用者層の受け皿となる“もてなしの交流拠

点”の形成」は、下図に示す「誘引」⇒「滞在」⇒「体験」⇒「交流」⇒「誘引」のサイク

ルで構想内容の展開を図っていくものとする。 

「誘引」、「滞在」、「体験」、「交流」の各機能は、利用者側のニーズ、グループ構成等、区

域内に位置する各施設の内容を考慮し設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

興 味 ・ 関 心

の増幅 

観光・農業振興、地域活性化

リ ピ ー タ ー の

誘発 

機会創出
誘 引

滞 在

体 験

交 流 

「立寄り」を促す魅力の付加 

興味を関心・行動に変える情報提供と

移動環境の整備 

多様な利用者の幅広いニーズに

応えるアクティビティの提供 

地域内外の交流の場や

体制・仕組みの整備 

美浜ＰＡ（自動車利用者） 

民間施設・鵜繁殖地等（ハイキング利用

者） 

駐車場保有施設（美浜町総合公園、町民

の森、恋の水神社、民間施設） 

 

美浜町総合公園、町民の森、恋の水神社、民間施設、散策路・ハイ

キングコース、里山里地環境で展開する取組みなど 

水野屋敷記念館ほか、交流拠

点を構成する各種施設におけ

る地域内外の人の交流・ふれ

あい 

(計画テーマ) 

多様なニーズや利用者層の受け皿となる 

“もてなしの交流拠点”の形成

【性別・年齢】 

子ども 

大人 

高齢者 

男性 

女性 

障がい者 

【グループ構成】 

一人 

夫婦 

カップル 

団体 

 

 

【ニーズ】 

スポーツ 

里山体験 

里地体験 

自然散策 

デート 

ドライブ 

■利用者ニーズ・利用者層 


